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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルオーディオデバイスであって、前記パーソナルオーディオデバイスは、
　パーソナルオーディオデバイス筐体と、
　オーディオ信号を再現するための、前記筐体上に搭載された変換器であって、前記オー
ディオ信号は、聴取者への再生のためのソースオーディオと、前記変換器の音響出力内の
周囲オーディオ音の影響を抑止するための反雑音信号との両方を含む、変換器と、
　前記周囲オーディオ音を示す基準マイクロホン信号を提供するための、前記筐体上に搭
載された基準マイクロホンと、
　前記変換器の音響出力と前記変換器における前記周囲オーディオ音とを示すエラーマイ
クロホン信号を提供するための、前記変換器に近接して前記筐体上に搭載されたエラーマ
イクロホンと、
　第１の適応フィルタを適応させることによって前記反雑音信号を前記基準信号から発生
させ、エラー信号および前記基準マイクロホン信号と一致する、前記聴取者によって聞き
取られる前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前記処理回路は、
前記ソースオーディオを成形する二次経路応答を有する二次経路適応フィルタと、前記ソ
ースオーディオを前記エラーマイクロホン信号から除去し、前記エラー信号を提供する結
合器とを実装し、前記処理回路は、前記ソースオーディオの周波数選択フィルタ処理を使
用して前記ソースオーディオの周波数依存特性を検出し、前記ソースオーディオの特性を
検出することに応答して、前記反雑音信号の不適切な発生を防止する措置を講じる、処理
回路と
　を備える、パーソナルオーディオデバイス。
【請求項２】
　前記処理回路は、前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出することに応答
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して、前記二次経路適応フィルタの適応を停止する、請求項１に記載のパーソナルオーデ
ィオデバイス。
【請求項３】
　前記処理回路はさらに、前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出すること
に応答して、前記第１の適応フィルタの適応を停止する、請求項２に記載のパーソナルオ
ーディオデバイス。
【請求項４】
　前記処理回路は、前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの第１のフ
ィルタの適応が、前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの別のフィル
タの適応が実質的に完了または停止された後のみ開始されるように、前記ソースオーディ
オがもはや主にトーンではないことを検出することに応答して、前記二次経路適応フィル
タおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケンス化する、請求項２に記載のパーソナ
ルオーディオデバイス。
【請求項５】
　前記処理回路は、前記二次経路適応フィルタの適応が、前記第１の適応フィルタの適応
に先立って、かつ前記第１の適応フィルタの適応が停止されている間、行なわれるように
、前記二次経路適応フィルタおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケンス化する、
請求項４に記載のパーソナルオーディオデバイス。
【請求項６】
　前記処理回路は、トーン検出器を使用して、前記ソースオーディオ中にトーンを検出し
、前記トーン検出器は、前記トーンが検出されたとき、および、非トーン信号が検出され
た後に通常動作が再開されることができるときのうちの少なくとも１つを判定するための
適応決定基準を有する、請求項２に記載のパーソナルオーディオデバイス。
【請求項７】
　前記トーン検出器は、前記トーンが存在すると判定することに応答して、持続カウンタ
をインクリメントし、前記トーン検出器は、前記持続カウンタが閾値を超えると、前記ト
ーンが検出されたと判定する、請求項６に記載のパーソナルオーディオデバイス。
【請求項８】
　前記トーン検出器は、前記トーンが検出されたと判定することに応答して、ハングオー
バカウントを所定の値に設定し、続いて前記トーンが不在であると判定することに応答し
て、十分なオーディオのソースオーディオが存在する場合のみ、前記ハングオーバカウン
タをデクリメントし、前記トーン検出器は、前記ハングオーバカウントがゼロに達すると
、通常動作が再開されることができることを示す、請求項７に記載のパーソナルオーディ
オデバイス。
【請求項９】
　前記処理回路は、いくつかのトーンを検出することに応答して、前記いくつかのトーン
の初期部分への適応に起因する前記二次経路適応フィルタの係数の逸脱の量が低減される
ように、前記二次経路適応フィルタの適応をリセットする、請求項２に記載のパーソナル
オーディオデバイス。
【請求項１０】
　パーソナルオーディオデバイスによる周囲オーディオ音の影響を抑止する方法であって
、前記方法は、
　第１の適応フィルタを適応させることによって反雑音信号を基準信号から適応的に発生
させ、エラー信号および基準マイクロホン信号と一致する、聴取者によって聞き取られる
前記周囲オーディオ音の存在を低減させることと、
　前記反雑音信号とソースオーディオを組み合わせることと、
　前記組み合わせの結果を変換器に提供することと、
　前記周囲オーディオ音を基準マイクロホンを用いて測定することと、
　前記変換器の音響出力および前記周囲オーディオ音をエラーマイクロホンを用いて測定
することと、
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　前記ソースオーディオを成形する二次経路応答を有する二次経路適応フィルタと、前記
ソースオーディオを前記エラーマイクロホン信号から除去し、前記エラー信号を提供する
結合器とを実装することと、
　前記ソースオーディオの周波数選択フィルタ処理を使用して前記ソースオーディオの周
波数依存特性を検出することと、
　前記ソースオーディオの特性を検出することに応答して、前記反雑音信号の不適切な発
生を防止する措置を講じることと
　を含む、方法。
【請求項１１】
　前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出することに応答して、前記二次経
路適応フィルタの適応を停止することをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出することに応答して、前記第１の
適応フィルタの適応を停止することをさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ソースオーディオがもはや主にトーンではないことを検出することと、
　前記ソースオーディオがもはや主にトーンではないことを検出することに応答して、前
記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの第１のフィルタの適応が、前記
第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの別のフィルタの適応が実質的に完
了または停止された後のみ開始されるように、前記二次経路適応フィルタおよび前記第１
の適応フィルタの適応をシーケンス化することと
　をさらに含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記シーケンス化することは、前記二次経路適応フィルタの適応が、前記第１の適応フ
ィルタの適応に先立って、かつ前記第１の適応フィルタの適応が停止されている間に行な
われるように、前記二次経路適応フィルタおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケ
ンス化する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記検出することは、前記トーンが検出されたとき、および、非トーン信号が検出され
た後に通常動作が再開されることができるときのうちの少なくとも１つを判定するための
適応決定基準を使用して、前記ソースオーディオ中にトーンを検出する、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記トーンが存在すると判定することに応答して、持続カウンタをインクリメントする
ことと、
　前記持続カウンタが閾値を超えると、前記トーンが検出されたと判定することと
　をさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記トーンが検出されたと判定することに応答して、ハングオーバカウントを所定の値
に設定することと、
　続いて前記トーンが不在であると判定することに応答して、かつ十分なオーディオのソ
ースオーディオが存在する場合のみ、前記ハングオーバカウンタをデクリメントすること
と、
　前記ハングオーバカウントがゼロにデクリメントされることに応答して、通常動作が再
開されることができることを示すことと
　をさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　いくつかのトーンを検出することに応答して、前記いくつかのトーンの初期部分への適
応に起因する前記二次経路適応フィルタの係数の逸脱の量が低減されるように、前記二次
経路適応フィルタの適応をリセットすることをさらに含む、請求項１１に記載の方法。
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【請求項１９】
　パーソナルオーディオデバイスの少なくとも一部を実装するための集積回路であって、
前記集積回路は、
　聴取者への再生のためのソースオーディオと、変換器の音響出力内の周囲オーディオ音
の影響を抑止するための反雑音信号との両方を含む出力信号を出力変換器に提供するため
の出力と、
　前記周囲オーディオ音を示す基準マイクロホン信号を受信するための基準マイクロホン
入力と、
　前記変換器の音響出力および前記変換器における前記周囲オーディオ音を示すエラーマ
イクロホン信号を受信するためのエラーマイクロホン入力と、
　第１の適応フィルタを適応させることによって前記反雑音信号を前記基準信号から発生
させ、エラー信号および前記基準マイクロホン信号と一致する、前記聴取者によって聞き
取られる前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前記処理回路は、
前記ソースオーディオを成形する二次経路応答を有する二次経路適応フィルタと、前記ソ
ースオーディオを前記エラーマイクロホン信号から除去し、前記エラー信号を提供する結
合器とを実装し、前記処理回路は、前記ソースオーディオの周波数選択フィルタ処理を使
用して前記ソースオーディオの周波数依存特性を検出し、前記ソースオーディオの特性を
検出することに応答して、前記反雑音信号の不適切な発生を防止する措置を講じる、処理
回路と
　を備える、集積回路。
【請求項２０】
　前記処理回路は、前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出することに応答
して、前記二次経路適応フィルタの適応を停止する、請求項１９に記載の集積回路。
【請求項２１】
　前記処理回路はさらに、前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出すること
に応答して、前記第１の適応フィルタの適応を停止する、請求項２０に記載の集積回路。
【請求項２２】
　前記処理回路は、前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの第１のフ
ィルタの適応が、前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの別のフィル
タの適応が実質的に完了または停止された後のみ開始されるように、前記ソースオーディ
オがもはや主にトーンではないことを検出することに応答して、前記二次経路適応フィル
タおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケンス化する、請求項２０に記載の集積回
路。
【請求項２３】
　前記処理回路は、前記二次経路適応フィルタの適応が、前記第１の適応フィルタの適応
に先立って、かつ前記第１の適応フィルタの適応が停止されている間、行なわれるように
、前記二次経路適応フィルタおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケンス化する、
請求項２２に記載の集積回路。
【請求項２４】
　前記処理回路は、トーン検出器を使用して、前記ソースオーディオ中にトーンを検出し
、前記トーン検出器は、前記トーンが検出されたとき、および、非トーン信号が検出され
た後に通常動作が再開されることができるときのうちの少なくとも１つを判定するための
適応決定基準を有する、請求項２０に記載の集積回路。
【請求項２５】
　前記トーン検出器は、前記トーンが存在すると判定することに応答して、持続カウンタ
をインクリメントし、前記トーン検出器は、前記持続カウンタが閾値を超えると、前記ト
ーンが検出されたと判定する、請求項２４に記載の集積回路。
【請求項２６】
　前記トーン検出器は、前記トーンが検出されたと判定することに応答して、ハングオー
バカウントを所定の値に設定し、続いて前記トーンが不在であると判定することに応答し
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て、十分なオーディオのソースオーディオが存在する場合のみ、前記ハングオーバカウン
タをデクリメントし、前記トーン検出器は、前記ハングオーバカウントがゼロに達すると
、通常動作が再開されることができることを示す、請求項２５に記載の集積回路。
【請求項２７】
　前記処理回路は、いくつかのトーンを検出することに応答して、前記いくつかのトーン
の初期部分への適応に起因する前記二次経路適応フィルタの係数の逸脱の量が低減される
ように、前記二次経路適応フィルタの適応をリセットする、請求項２０に記載の集積回路
。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の前述ならびに他の目的、特徴、および利点は、付随の図面に図示されるように
、本発明の好ましい実施形態の以下のより具体的説明から明白となるであろう。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　パーソナルオーディオデバイスであって、前記パーソナルオーディオデバイスは、
　パーソナルオーディオデバイス筐体と、
　オーディオ信号を再現するための、前記筐体上に搭載された変換器であって、前記オー
ディオ信号は、聴取者への再生のためのソースオーディオと、前記変換器の音響出力内の
周囲オーディオ音の影響を抑止するための反雑音信号との両方を含む、変換器と、
　前記周囲オーディオ音を示す基準マイクロホン信号を提供するための、前記筐体上に搭
載された基準マイクロホンと、
　前記変換器の音響出力と前記変換器における前記周囲オーディオ音とを示すエラーマイ
クロホン信号を提供するための、前記変換器に近接して前記筐体上に搭載されたエラーマ
イクロホンと、
　第１の適応フィルタを適応させることによって反雑音信号を前記基準信号から発生させ
、エラー信号および前記基準マイクロホン信号と一致する、前記聴取者によって聞き取ら
れる前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前記処理回路は、前記
ソースオーディオを成形する二次経路応答を有する二次経路適応フィルタと、前記ソース
オーディオを前記エラーマイクロホン信号から除去し、前記エラー信号を提供する結合器
とを実装し、前記処理回路は、前記ソースオーディオの特性を検出し、前記ソースオーデ
ィオの特性を検出することに応答して、前記反雑音信号の不適切な発生を防止する措置を
講じる、処理回路と
　を備える、パーソナルオーディオデバイス。
（項目２）
　前記処理回路は、前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出することに応答
して、前記二次経路適応フィルタの適応を停止する、項目１に記載のパーソナルオーディ
オデバイス。
（項目３）
　前記処理回路はさらに、前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出すること
に応答して、前記第１の適応フィルタの適応を停止する、項目２に記載のパーソナルオー
ディオデバイス。
（項目４）
　前記処理回路は、前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの第１のフ
ィルタの適応が、前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの別のフィル
タの適応が実質的に完了または停止された後のみ開始されるように、前記ソースオーディ
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オがもはや主にトーンではないことを検出することに応答して、前記二次経路適応フィル
タおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケンス化する、項目２に記載のパーソナル
オーディオデバイス。
（項目５）
　前記処理回路は、前記二次経路適応フィルタの適応が、前記第１の適応フィルタの適応
に先立って、かつ前記第１の適応フィルタの適応が停止されている間、行なわれるように
、前記二次経路適応フィルタおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケンス化する、
項目４に記載のパーソナルオーディオデバイス。
（項目６）
　前記処理回路は、トーン検出器を使用して、前記ソースオーディオ中にトーンを検出し
、前記トーン検出器は、前記トーンが検出されたとき、および、非トーン信号が検出され
た後に通常動作が再開されることができるときのうちの少なくとも１つを判定するための
適応決定基準を有する、項目２に記載のパーソナルオーディオデバイス。
（項目７）
　前記トーン検出器は、前記トーンが存在すると判定することに応答して、持続カウンタ
をインクリメントし、前記トーン検出器は、前記持続カウンタが閾値を超えると、前記ト
ーンが検出されたと判定する、項目６に記載のパーソナルオーディオデバイス。
（項目８）
　前記トーン検出器は、前記トーンが検出されたと判定することに応答して、ハングオー
バカウントを所定の値に設定し、続いて前記トーンが不在であると判定することに応答し
て、十分なオーディオのソースオーディオが存在する場合のみ、前記ハングオーバカウン
タをデクリメントし、前記トーン検出器は、前記ハングオーバカウントがゼロに達すると
、通常動作が再開されることができることを示す、項目７に記載のパーソナルオーディオ
デバイス。
（項目９）
　前記処理回路は、いくつかのトーンを検出することに応答して、前記いくつかのトーン
の初期部分への適応に起因する前記二次経路適応フィルタの係数の逸脱の量が低減される
ように、前記二次経路適応フィルタの適応をリセットする、項目２に記載のパーソナルオ
ーディオデバイス。
（項目１０）
　パーソナルオーディオデバイスによる周囲オーディオ音の影響を抑止する方法であって
、前記方法は、
　第１の適応フィルタを適応することによって反雑音信号を基準信号から適応的に発生さ
せ、エラー信号および基準マイクロホン信号と一致する、聴取者によって聞き取られる前
記周囲オーディオ音の存在を低減させることと、
　前記反雑音信号とソースオーディオを組み合わせることと、
　前記組み合わせの結果を変換器に提供することと、
　前記周囲オーディオ音を基準マイクロホンを用いて測定することと、
　前記変換器および前記周囲オーディオ音の音響出力をエラーマイクロホンを用いて測定
することと、
　前記ソースオーディオを成形する二次経路応答を有する二次経路適応フィルタと、前記
ソースオーディオを前記エラーマイクロホン信号から除去し、前記エラー信号を提供する
結合器を実装することと、
　前記ソースオーディオの特性を検出することと、
　前記ソースオーディオの特性を検出することに応答して、前記反雑音信号の不適切な発
生を防止する措置を講じることと
　を含む、方法。
（項目１１）
　前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出することに応答して、前記二次経
路適応フィルタの適応を停止することをさらに含む、項目１０に記載の方法。
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（項目１２）
　前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出することに応答して、前記第１の
適応フィルタの適応を停止することをさらに含む、項目１１に記載の方法。
（項目１３）
　前記ソースオーディオがもはや主にトーンではないことを検出することと、
　前記ソースオーディオがもはや主に、トーンではないことを検出することに応答して、
前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの第１のフィルタの適応が、前
記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの別のフィルタの適応が実質的に
完了または停止された後のみ開始されるように、前記二次経路適応フィルタおよび前記第
１の適応フィルタの適応をシーケンス化することと
　をさらに含む、項目１１に記載の方法。
（項目１４）
　前記シーケンス化することは、前記二次経路適応フィルタの適応が、前記第１の適応フ
ィルタの適応に先立って、かつ前記第１の適応フィルタの適応が停止されている間に行な
われるように、前記二次経路適応フィルタおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケ
ンス化する、項目１３に記載の方法。
（項目１５）
　前記検出することは、前記トーンが検出されたとき、および、非トーン信号が検出され
た後に通常動作が再開されることができるときのうちの少なくとも１つを判定するための
適応決定基準を使用して、前記ソースオーディオ中にトーンを検出する、項目１１に記載
の方法。
（項目１６）
　前記トーンが存在すると判定することに応答して、持続カウンタをインクリメントする
ことと、
　前記持続カウンタが閾値を超えると、前記トーンが検出されたと判定することと
　をさらに含む、項目１５に記載の方法。
（項目１７）
　前記トーンが検出されたと判定することに応答して、ハングオーバカウントを所定の値
に設定することと、
　続いて前記トーンが不在であると判定することに応答して、かつ十分なオーディオのソ
ースオーディオが存在する場合のみ、前記ハングオーバカウンタをデクリメントすること
と、
　前記ハングオーバカウントがゼロにデクリメントされることに応答して、通常動作が再
開されることができることを示すことと
　をさらに含む、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　いくつかのトーンを検出することに応答して、前記いくつかのトーンの初期部分への適
応に起因する前記二次経路適応フィルタの係数の逸脱の量が低減されるように、前記二次
経路適応フィルタの適応をリセットすることをさらに含む、項目１１に記載の方法。
（項目１９）
　パーソナルオーディオデバイスの少なくとも一部を実装するための集積回路であって、
前記集積回路は、
　聴取者への再生のためのソースオーディオと、変換器の音響出力内の周囲オーディオ音
の影響を抑止するための反雑音信号との両方を含む出力信号を出力変換器に提供するため
の出力と、
　前記周囲オーディオ音を示す基準マイクロホン信号を受信するための基準マイクロホン
入力と、
　前記変換器の音響出力および前記変換器における前記周囲オーディオ音を示すエラーマ
イクロホン信号を受信するためのエラーマイクロホン入力と、
　第１の適応フィルタを適応することによって反雑音信号を前記基準信号から適応的に発
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生させ、エラー信号および前記基準マイクロホン信号と一致する、前記聴取者によって聞
き取られる前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前記処理回路は
、前記ソースオーディオを成形する二次経路応答を有する二次経路適応フィルタと、前記
ソースオーディオを前記エラーマイクロホン信号から除去し、前記エラー信号を提供する
結合器とを実装し、前記処理回路は、前記ソースオーディオの特性を検出し、前記ソース
オーディオの特性を検出することに応答して、前記反雑音信号の不適切な発生を防止する
措置を講じる、処理回路と
　を備える、集積回路。
（項目２０）
　前記処理回路は、前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出することに応答
して、前記二次経路適応フィルタの適応を停止する、項目１９に記載の集積回路。
（項目２１）
　前記処理回路はさらに、前記ソースオーディオが主にトーンであることを検出すること
に応答して、前記第１の適応フィルタの適応を停止する、項目２０に記載の集積回路。
（項目２２）
　前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの第１のフィルタの適応が、
前記第１の適応フィルタまたは前記二次経路適応フィルタの別のフィルタの適応が実質的
に完了または停止された後のみ開始されるように、前記処理回路は、前記ソースオーディ
オがもはや主にトーンではないことを検出することに応答して、前記二次経路適応フィル
タおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケンス化する、項目２０に記載の集積回路
。
（項目２３）
　前記処理回路は、前記二次経路適応フィルタの適応が、前記第１の適応フィルタの適応
に先立って、かつ前記第１の適応フィルタの適応が停止されている間、行なわれるように
、前記二次経路適応フィルタおよび前記第１の適応フィルタの適応をシーケンス化する、
項目２２に記載の集積回路。
（項目２４）
　前記処理回路は、トーン検出器を使用して、前記ソースオーディオ中にトーンを検出し
、前記トーン検出器は、前記トーンが検出されたとき、および、非トーン信号が検出され
た後に通常動作が再開されることができるときのうちの少なくとも１つを判定するための
適応決定基準を有する、項目２０に記載の集積回路。
（項目２５）
　前記トーン検出器は、前記トーンが存在と判定することに応答して、持続カウンタをイ
ンクリメントし、前記トーン検出器は、前記持続カウンタが閾値を超えると、前記トーン
が検出されたと判定する、項目２４に記載の集積回路。
（項目２６）
　前記トーン検出器は、前記トーンが検出されたと判定することに応答して、ハングオー
バカウントを所定の値に設定し、続いて前記トーンが不在であると判定することに応答し
て、十分なオーディオのソースオーディオが存在する場合のみ、前記ハングオーバカウン
タをデクリメントし、前記トーン検出器は、前記ハングオーバカウントがゼロに達すると
、通常動作が再開されることができることを示す、項目２５に記載の集積回路。
（項目２７）
　前記処理回路は、いくつかのトーンを検出することに応答して、前記いくつかのトーン
の初期部分への適応に起因する前記二次経路適応フィルタの係数の逸脱の量が低減される
ように、前記二次経路適応フィルタの適応をリセットする、項目２０に記載の集積回路。
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